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　組

合
士
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

○
記
述
問
題
か
ら
の
出
題
○

　
（�

本
問
題
は
、
試
験
時
に
４
行
以
内
で
記
述
す

る
問
題
で
す
。
解
答
例
は
120
字
以
内
で
す
。）

【
第
一
問
】
役
員
の
補
充
義
務
に
つ
い

て
述
べ
よ
。

【
第
二
問
】
組
合
は
「
員
外
理
事
」
を

認
め
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
及
び
理
事

の
定
数
の
３
分
の
１
以
内
に
制
限
し

た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

《
解
答
》【
第
一
問
】
役
員
は
、
必
要

常
置
の
機
関
で
常
に
定
款
に
定
め
た

定
数
を
充
足
す
べ
き
で
あ
る
が
、
欠

員
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場

合
、
組
合
運
営
上
は
早
急
に
補
充
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
律
は
、

役
員
の
定
数
の
３
分
の
１
を
超
え
る

欠
員
が
出
た
場
合
に
、
３
ヵ
月
以
内

の
補
充
義
務
を
定
め
て
い
る
。

【
第
二
問
】
員
外
理
事
を
認
め
た
趣
旨

は
、
①
組
合
員
で
あ
る
理
事
に
は
、

自
己
の
事
業
が
あ
る
の
で
組
合
の
事

業
運
営
に
専
念
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
こ
と
、
②
組
合
員
以
外
か
ら
も
広

く
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と
、
の
２
点
で
あ
る
。
な
お
、

組
合
運
営
の
支
配
を
避
け
る
た
め
、

３
分
の
１
に
制
限
し
て
い
る
。

Ｑ
＝
最
近
の
組
合
員
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
・
高
度
化
等
に
伴
い
、
組
合
は
従
来

よ
り
一
層
広
範
で
か
つ
多
面
的
な
事
業

展
開
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
組
合
が
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
組
合
単
独

で
行
う
よ
り
も
他
の
組
織
と
連
携
し
て

行
っ
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
も
の
、
又

は
連
携
し
な
い
と
実
現
し
得
な
い
も
の

等
も
あ
り
、
組
合
が
出
資
・
出
捐
と
い

う
方
法
・
手
段
に
よ
り
、
連
携
す
る
組

織
に
関
与
し
、
こ
れ
と
緊
密
な
関
係
を

保
ち
つ
つ
、
組
合
の
事
業
を
円
滑
に
推

進
し
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
の
実
現
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

組
合
が
会
社
・
財
団
等
に
対
し
て
行

う
次
の
よ
う
な
出
資
・
出
捐
に
つ
い
て

は
、
組
合
は
そ
の
目
的
の
範
囲
内
の
行

為
と
し
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
解
し
て
よ
い
か
。

１
．
組
合
員
全
体
の
経
済
的
地
位
の
向

上
の
た
め
に
、
そ
の
事
業
を
補
完
・
支

援
し
そ
の
発
展
に
資
す
る
事
業
を
行
う

会
社
・
財
団
等
に
対
す
る
出
資
等

例
え
ば
、

①
小
売
業
を
営
む
も
の
か
ら
な
る
組
合

が
そ
の
組
合
員
の
入
店
す
る
店
舗
の
維

持
・
発
展
の
た
め
に
行
う
共
同
出
資
会

社
へ
の
出
資

②
商
店
街
の
街
づ
く
り
会
社
、
業
界
の

技
術
研
究
開
発
会
社
当
第
三
セ
ク
タ
ー

へ
の
出
資
・
出
捐

２
．
組
合
の
共
同
事
業
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
に
連
携
が
必
要
な
会
社
等
に

対
す
る
出
資
等

例
え
ば
、

①
組
合
の
取
引
先
会
社

②
組
合
の
共
同
事
業
を
補
完
す
る
事
業

を
実
施
す
る
会
社
（
共
販
会
社
、
卸
会

社
、
共
同
計
算
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
へ
の

出
資

［
Ａ
］
事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小

組
合
、
同
連
合
会
、
商
工
組
合
及
び
同

連
合
会
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。）

の
行
う
出
資
等
が
、
組
合
自
身
の
営
利

を
目
的
と
す
る
行
為
と
な
ら
ず
、
組
合

員
全
体
の
経
済
的
地
位
の
向
上
に
役
立

つ
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
例
え

ば
総
会
の
議
決
を
経
る
な
ど
組
合
員
の

相
違
を
反
映
し
た
形
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
組
合
の
目
的
の
範

囲
内
の
行
為
と
し
て
こ
れ
を
行
い
得
る

も
の
と
解
す
る
。

Ｑ
＝
組
合
員
が
銀
行
に
対
し
て
、
そ
の

営
業
上
の
取
引
の
相
手
方
の
債
務
を
保

証
す
る
場
合
、
組
合
は
、
事
業
と
し
て
、

そ
の
債
務
を
再
保
証
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
。

［
Ａ
］
組
合
員
の
銀
行
に
対
し
行
う
債

務
保
証
が
、
そ
の
営
業
上
の
取
引
の
相

手
方
の
債
務
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取

引
に
直
接
関
係
す
る
債
務
の
保
証
で
あ

れ
ば
、
組
合
が
そ
れ
を
再
保
証
す
る
こ

と
は
、
当
該
銀
行
が
定
款
に
定
め
ら
れ

た
金
融
機
関
で
あ
る
限
り
、
事
業
と
し

て
行
え
る
も
の
と
解
す
る
。

　
　

 

中
小
企
業
組
合
質
疑
応
答
集
（
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
編
）
よ
り
転
載

組
合
が
会
社
・
財
団
等
に
対
し
て

行
う
出
資
・
出
捐
の
可
否
に
つ
い
て

組
合
員
の
取
引
の
相
手
方
の
債
務

保
証
に
つ
い
て

組
合
Ｑ
＆
Ａ

組合 Q ＆ A


